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質
問
の 

四
） 

答

弁

第

四

号 

   

衆
議
院
議
員
石
田
宥
全
君
提
出
熊
本
県
水
俣
湾
並
び
に
阿
賀
野
川
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
件
に
関
す
る
質
問
に

対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
五
五
第
四
号 

昭
和
四
十
二
年
六
月
九
日 

衆

議

院

議

長 
石 
井 

光 

次 

郎 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

佐 

藤 

榮 

作 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
石
田
宥
全
君
提
出
熊
本
県
水
俣
湾
並
び
に
阿
賀
野
川
に
お
け
る
水
銀
中
毒
事
件
に
関 

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一

(1) 

水
俣
病
事
件
に
関
す
る
調
査
と
し
て
は
、
昭
和
三
十
四
年
厚
生
省
の
食
品
衛
生
調
査
会
に
水
俣
病
特
別
部

会
を
設
置
し
て
原
因
究
明
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
後
各
省
庁
の
総
合
研
究
の
必
要
が
認
め
ら
れ
た
の
で
、
昭

和
三
十
四
年
か
ら
昭
和
三
十
六
年
に
か
け
て
、
通
商
産
業
省
に
お
い
て
は
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
製
造
工
場
に

対
す
る
工
場
排
水
の
水
質
調
査
、
経
済
企
画
庁
に
お
い
て
は
八
代
海
南
半
部
海
域
に
お
け
る
水
質
お
よ
び
底

質
な
ら
び
に
潮
流
に
関
す
る
調
査
、
水
産
庁
に
お
い
て
は
毒
性
魚
介
類
の
分
布
等
に
関
す
る
調
査
、
厚
生
省

に
お
い
て
は
病
因
物
質
の
確
立
に
関
す
る
医
学
的
調
査
を
行
な
い
、
こ
れ
ら
の
関
係
省
庁
の
行
な
う
調
査
間

に
お
け
る
有
機
的
関
連
の
保
持
を
図
り
、
そ
れ
ら
の
円
滑
な
推
進
に
資
す
る
た
め
、
水
俣
病
総
合
調
査
研
究

連
絡
協
議
会
を
設
置
し
、
昭
和
三
十
五
年
二
月
か
ら
三
十
六
年
三
月
に
至
る
間
に
四
回
に
わ
た
り
協
議
会
を 



(3) 

患
者
に
対
す
る
対
策
と
し
て
は
、
昭
和
三
十
三
年
度
の
予
備
金
か
ら
患
者
収
容
施
設
建
設
補
助
金
二
百
十

一
万
円
を
支
出
し
、
治
療
研
究
費
と
し
て
は
昭
和
三
十
三
年
以
降
毎
年
補
助
を
行
な
い
昭
和
四
十
一
年
度
ま

で
に
総
額
七
百
六
十
万
円
を
支
出
し
て
い
る
。
な
お
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た
つ

て
は
、
厚
生
年
金
保
険
積
立
金
還
元
融
資
か
ら
二
億
一
千
五
百
万
円
の
融
資
を
行
な
つ
た
。 

(2) 

水
俣
病
事
件
に
お
け
る
被
害
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
昭
和
三
十
五
年
に
か
け
て
百
十
一
名
の
患

者
の
発
生
を
み
、
現
在
ま
で
の
間
に
四
十
一
名
が
死
亡
し
、
十
九
名
が
入
院
加
療
中
、
五
十
一
名
が
自
宅
療

養
を
続
け
て
い
る
。 

漁
業
に
関
す
る
対
策
と
し
て
は
、
昭
和
三
十
四
年
度
近
海
出
漁
奨
励
事
業
に
対
し
特
別
助
成
事
業
と
し
て

約
二
百
万
円
、
昭
和
三
十
五
年
度
真
珠
母
貝
養
殖
事
業
、
漁
業
転
換
促
進
事
業
等
に
対
し
て
約
一
千
万
円
の

国
庫
補
助
を
行
な
つ
た
。 

開
催
し
た
。 

四 

 



三

(1) 

新
潟
県
阿
賀
野
川
下
流
地
域
に
お
い
て
有
機
水
銀
中
毒
患
者
が
発
見
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
四
十
年
七
月
科

学
技
術
庁
、
経
済
企
画
庁
、
厚
生
省
、
農
林
省
、
通
商
産
業
省
の
参
加
の
も
と
に
関
係
各
省
連
絡
会
が
開
か

れ
阿
賀
野
川
水
銀
中
毒
事
件
に
関
し
て
技
術
的
解
明
を
図
る
た
め
の
特
別
研
究
を
実
施
す
る
方
針
を
決
定
し

た
。
当
該
決
定
に
も
と
づ
き
特
別
研
究
促
進
調
整
費
に
よ
つ
て
昭
和
四
十
年
九
月
以
降
厚
生
省
に
お
い
て
は 

二 

熊
本
大
学
の
水
俣
病
に
関
す
る
学
術
的
研
究
の
結
論
は
昭
和
三
十
九
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
最
終
的
に
と

り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
熊
本
県
に
お
け
る
水
俣
病
事
件
に
つ
い
て
は
一
に
お
い
て
の
べ
た
と
お
り
既

に
昭
和
三
十
六
年
頃
ま
で
に
落
着
を
み
て
い
る
等
の
事
情
も
あ
つ
て
政
府
の
結
論
と
す
る
ま
で
に
は
到
ら
な
か

つ
た
。 

(4) 
当
時
の
科
学
技
術
水
準
を
も
つ
て
し
て
は
病
因
物
質
の
発
生
過
程
等
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ

た
。
ま
た
患
者
の
発
生
は
昭
和
三
十
五
年
の
四
名
を
最
後
に
終
熄
し
た
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
通
商
産
業
省
に
お
い
て
関
係
工
場
に
対
し
必
要
な
指
導
を
行
な
つ
た
。 

五 

 



(2) 

被
害
者
は
、
中
毒
患
者
二
十
六
名
（
う
ち
死
亡
五
名
）
そ
の
う
ち
現
在
通
院
中
の
者
十
八
名
自
宅
療
養
者
三

名
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
に
対
し
て
、
県
市
町
村
に
よ
り
と
ら
れ
た
措
置
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

2 

療
養
者
に
対
し
て
は
、
療
養
費
、
医
療
手
当
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
に
要
す
る
療
養
費
が
負
担
さ 

1 

死
亡
者
遺
族
に
対
し
、
香
典
、
弔
慰
金
が
贈
ら
れ 

な
お
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
厚
生
省
に
お
い
て
三
班
合
同
研
究
会
議
を
開
催 

し
、
そ
の
議
論
の
過
程
を
公
表
し
昭
和
四
十
二
年
四
月
研
究
三
班
の
報
告
書
を
科
学
技
術
庁
に
提
出
、
農
林

省
も
昭
和
四
十
一
年
に
報
告
書
を
科
学
技
術
庁
に
提
出
し
た
。 

臨
床
研
究
班
（
新
潟
大
学
医
学
部
長
野
崎
秀
英
外
九
名
）
試
験
研
究
班
（
国
立
衛
生
試
験
所
食
品
部
長
川
城
厳

外
十
九
名
）
疫
学
研
究
班
（
前
国
立
公
衆
衛
生
院
疫
学
部
長
松
田
心
一
外
七
名
）
を
編
成
し
研
究
を
開
始
し
、

農
林
省
に
お
い
て
も
水
銀
汚
染
水
棲
物
の
分
布
調
査
に
関
す
る
研
究
を
水
産
庁
日
本
海
区
水
産
研
究
所
に
お

い
て
行
な
つ
た
。 

六 

 



四 

特
別
研
究
三
班
の
研
究
報
告
は
相
互
に
調
整
を
は
か
り
な
が
ら
行
な
わ
れ
た
が
結
果
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

独
立
し
た
立
場
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
。
汚
染
源
に
対
す
る
結
論
は
疫
学
的
見
地
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

厚
生
省
と
し
て
は
、
更
に
総
合
的
意
見
を
と
り
ま
と
め
る
必
要
上
各
専
門
分
野
か
ら
の
検
討
を
加
え
る
た
め
食

品
衛
生
調
査
会
の
意
見
を
も
と
め
て
い
る
の
で
あ
る
。 

五 

食
品
衛
生
調
査
会
特
別
委
員
会
委
員
は
会
長
の
指
名
で
あ
り
、
報
告
書
の
検
討
の
過
程
に
お
い
て
必
要
の
都 

従
つ
て
食
品
衛
生
調
査
会
の
答
申
に
も
と
づ
い
て
医
学
的
見
地
か
ら
検
討
し
た
見
解
が
科
学
技
術
庁
に
提
出

さ
れ
た
段
階
に
お
い
て
関
係
各
省
庁
よ
り
の
専
門
の
立
場
に
お
け
る
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
を
ま
と
め
る
よ

う
科
学
技
術
庁
が
総
合
調
整
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。 

れ
、
そ
の
他
患
者
世
帯
に
対
し
生
業
資
金
や
養
育
見
舞
金
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
漁
業
被
害
に
対
す
る
措
置
と
し
て
は
、
県
に
よ
り
漁
業
規
制
措
置
協
力
見
舞
金
、
漁
業
資
金
と

し
て
の
低
利
融
資
、
関
係
漁
業
協
同
組
合
の
事
業
補
助
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。 

七 

 



六 

水
俣
病
事
件
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
十
三
日
、
熊
本
地
方
法
務
局
が
工
場
排
水
に
よ
る
公
害

事
件
と
し
て
こ
れ
を
立
件
し
、
鋭
意
調
査
に
当
つ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
水
俣
病
の
病
源
が
新
日
本
窒
素
肥
料
株
式

会
社
水
俣
工
場
の
排
水
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か
つ
た
。 

な
お
、
厚
生
省
関
係
調
査
班
々
員
中
に
は
熊
本
県
水
俣
病
の
研
究
に
た
ず
さ
わ
つ
た
専
門
家
が
多
数
参
加
し

て
お
り
、
そ
の
報
告
書
を
も
と
に
し
て
審
議
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
経
験
は
十
分
生
か
さ
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
る
。 

度
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
わ
た
つ
て
の
専
門
家
の
参
加
を
も
と
め
、
そ
の
意
見
を
聴
す
る
意
向
で
あ
る
。
従

つ
て
水
産
、
工
場
排
水
等
の
専
門
家
の
意
見
を
十
分
反
映
し
う
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
同
会
社
に
お
い
て
は
漁
業
被
害
の
点
に
つ
い
て
工
場
排
水
に
よ
る
も
の
と
認
め
て
、
補
償

協
定
を
結
び
、
こ
れ
を
履
行
し
た
う
え
、
患
者
に
対
し
て
は
見
舞
金
の
支
払
い
を
行
な
つ
た
。 

ま
た
、
昭
和
三
十
四
年
十
二
月
、
工
場
内
に
浄
化
装
置
を
設
置
し
た
が
、
そ
の
後
、
患
者
発
生
数
が
漸
減 

八 

 



 

九 

し
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
い
つ
て
か
ら
は
全
く
発
病
者
を
み
な
く
な
つ
た
の
で
、
同
年
七
月
二
十
四
日
右
事
件

を
「
処
置
猶
予
」
と
し
て
処
理
し
た
。 

阿
賀
野
川
水
銀
中
毒
事
件
に
つ
い
て
は
、
厚
生
省
等
関
係
省
庁
な
ら
び
に
新
潟
県
当
局
等
に
お
い
て
専
門
家

に
よ
る
調
査
が
行
な
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
調
査
結
果
に
よ
り
、
容
疑
が
あ
れ
ば
人
権
侵
犯
事
件
あ
る
い
は
刑
事

事
件
と
し
て
も
迅
速
適
正
な
処
置
を
と
り
得
る
よ
う
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連
絡
の
も
と
に
鋭
意
情
報
収
集
に

努
め
て
い
る
。 

七 

阿
賀
野
川
水
銀
中
毒
事
件
に
関
す
る
特
別
研
究
の
技
術
的
解
明
を
は
か
る
た
め
関
係
各
省
連
絡
会
（
科
学
技

術
庁
、
経
済
企
画
庁
、
厚
生
省
、
農
林
省
、
通
商
産
業
省
）
に
お
い
て
緊
密
な
連
絡
を
は
か
つ
て
い
る
が
、
厚

生
省
の
意
見
の
提
出
を
ま
つ
て
可
及
的
速
や
か
に
そ
の
技
術
的
な
結
論
を
と
り
ま
と
め
る
所
存
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




